
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 組織情宣部 

2024年 1月 25日 №715 

 

東日本ユニオンは９月 12 日、経営側より「『変革 2027』の実現に資する就業規則

等の改正について」の提案を受け、2024 年１月 12 日、解明の団体交渉をおこないま

した。 

今提案について経営側は「融合と連携などによる多様な業務への従事が進みつつ

あり、多くの社員が多様な業務に従事していることから、未適用者の基本給額に

2,000円を加算して発展的解消を行う」と示しました。 

これまでキャリア加算の目的については「より多様な業務に従事することによる

能力の伸長とその発揮に対する措置」としています。 

しかし、メンテナンス分野で働く組合員が取得してきた基礎的資格は、業務に生

かされる資格であり「自身の技術力の向上」のために、これまで資格を取得してき

ました。「将来の多様な経験への起点」としてキャリア加算の対象とするのであれ

ば、基礎的資格取得者に対して「技能手当」の支給対象とするべきであることか

ら、申し入れをおこないました。 


